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令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
の
五
月
一
日
、
天
皇
陛
下
が
践
祚
さ
れ
、
皇

位
継
承
に
伴
う
一
連
の
儀
礼
を
滞
り
な
く
執
り
行
わ
れ
た
。
公
益
財
団
法

人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
は
、
こ
の
慶
事
を
迎
え
る
に
先
立
ち
、
皇
室
に
関

す
る
資
料
の
収
集
・
研
究
・
発
信
を
組
織
的
に
行
う
た
め
、
平
成
三
十
一

年
四
月
、「
伝
統
文
化
研
究
室
」
を
設
立
し
た
。
こ
の
構
想
は
、
同
研
究

所
の
創
立
者
・
廣
池
千
九
郎
博
士
（
一
八
六
六
〜
一
九
三
八
）
の
業
績
に

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

一　

廣
池
千
九
郎
博
士
の
遺
志

歴
史
家
を
志
し
て
い
た
廣
池
は
、
二
十
七
歳
で
『
皇
室
野
史
』（
明
治

二
十
六
年
）
を
著
し
、
や
が
て
『
古
事
類
苑
』
編
纂
員
と
な
っ
て
か
ら
、

国
学
者
・
井
上
頼圀 囶

の
示
唆
を
受
け
、
皇
室
の
万
世
一
系
の
理
由
を
課
題

と
し
て
本
格
的
に
皇
室
研
究
に
携
わ
っ
た
。
そ
の
後
、
神
宮
皇
學
館
の
教

授
時
代
に
『
伊
勢
神
宮
』（
明
治
四
十
一
年
）
を
著
し
、
皇
室
の
万
世
一

系
は
、
皇
祖
天
照
大
神
の
古
伝
に
み
ら
れ
る
道
徳
性
の
高
さ
に
起
因
す
る

と
結
論
づ
け
た
。

こ
の
成
果
に
も
と
づ
き
、
主
著
『
道
徳
科
学
の
論
文
』（
昭
和
三
年
）

に
展
開
し
た
道
徳
論
の
中
で
、
皇
室
を
二
つ
の
視
点
か
ら
詳
細
に
検
討
す

る
に
至
る
。
一
つ
は
、
道
徳
実
行
者
の
系
譜
と
し
て
世
界
の
五
つ
の
「
道

徳
系
統
」
の
一
つ
に
皇
室
を
挙
げ
て
相
対
化
し
、
他
の
道
徳
系
統
と
共
に

そ
の
普
遍
的
な
価
値
を
顕
彰
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、
恩
人
の
系
列
と

し
て
「
親
・
祖
先
」
と
「
精
神
的
指
導
者
」
に
「
国
家
」
を
加
え
、
皇
室

を
「
国
家
伝
統
」
と
称
し
、「
伝
統
」
の
三
者
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け

た
の
で
あ
る
。

そ
の
廣
池
は
、
自
ら
道
徳
実
践
者
と
し
て
、
皇
室
か
ら
蒙
っ
た
恩
恵
に

新
天
皇
即
位

奉
祝
記
念
特
集　
「
御
大
礼
の
来
歴
と
意
義
」
に
寄
せ
て橋 

本　

富 

太 

郎
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応
え
る
た
め
、
教
育
事
業
の
理
念
に
「
国
家
伝
統
」
へ
の
報
恩
を
支
柱
に

置
き
、
そ
の
方
法
も
「
国
家
伝
統
」
に
倣
う
も
の
と
し
た
（「
寄
付
行
為

と
謝
恩
行
為
に
関
す
る
訓
示
」『
教
訓
抄
』
九
七
頁
）。
最
晩
年
に
口
述
筆

記
し
た
自
伝
に
も
、
自
ら
の
歩
み
を
「
只
、
皇
室
の
御
為
、
国
家
の
為
を

思
は
し
て
い
た
だ
い
て
遂
に
今
日
に
及
ん
だ
努
力
の
歴
史
」
と
振
り
返

り
、「
私
の
一
生
の
事
業
は
我
万
世
一
系
の
国
体
を
擁
護
し
奉
つ
て
行
か

う
と
云
ふ
事
の
外
何
物
を
も
含
ま
な
か
つ
た
」
と
評
す
る
ほ
ど
徹
底
し
て

い
る
（『
予
の
過
去
五
十
七
年
間
に
於
け
る
皇
室
奉
仕
の
事
蹟
』
四
六

頁
）。

二　

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
の
動
向

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
で
は
、
こ
の
よ
う
な
廣
池
の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、

に
も
と
づ
き
、
皇
室
に
関
す
る
研
究
と
教
育
を
継
続
し
て
き
た
。

研
究
に
お
い
て
は
、
浅
野
栄
一
郎
や
美
和
信
夫
ら
の
資
質
・
関
心
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ま
た
教
育
に
お
い
て
は
、
生
涯
学
習
講
座
の
「
伝

統
の
原
理
」
に
関
す
る
講
義
な
ど
で
、「
恩
」
の
概
念
に
も
と
づ
い
た
皇

室
観
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
そ
れ
を
本
格
化
す
る
た
め
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
所
功
を

中
心
に
、「
皇
室
関
係
資
料
文
庫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
足
さ
せ
、
資
料

の
収
集
・
研
究
・
発
信
に
努
め
て
い
る
。
平
成
三
十
年
に
は
、
そ
の
メ
ン

バ
ー
（
所
功
、
久
禮
旦
雄
、
橋
本
富
太
郎
、
後
藤
真
生
）
に
よ
り
『
皇
位

継
承
の
歴
史
と
廣
池
千
九
郎
』
が
刊
行
さ
れ
た
。

三　
「
伝
統
文
化
研
究
室
」
の
設
立

こ
れ
ら
の
経
緯
を
ふ
ま
え
て
、
恒
常
的
な
人
材
の
確
保
・
育
成
、
重
要

な
史
資
料
の
収
集
・
研
究
・
発
信
を
組
織
的
に
展
開
す
る
た
め
、
平
成
三

十
一
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
の
が
「
伝
統
文
化
研
究
室
」
で
あ
る
。

名
称
の
「
伝
統
文
化
」
に
は
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
で
言
う
「
伝
統
」
の
文
化

に
主
眼
を
置
い
て
お
り
、
そ
の
中
心
は
「
国
家
伝
統
」
た
る
皇
室
に
ほ
か

な
ら
な
い
。

当
研
究
室
で
は
、
関
連
領
域
の
碩
学
を
客
員
研
究
員
に
迎
え
、
専
門
的

な
研
究
会
を
重
ね
る
と
共
に
、
そ
の
成
果
を
盛
り
込
ん
で
、
展
示
や
講
演

会
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

四　

大
礼
奉
祝
の
特
集

こ
の
度
の
特
集
は
、
令
和
元
年
に
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
主
催
の
展
覧
会

で
実
施
さ
れ
た
連
続
講
演
会
の
内
容
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

①  
所
功
「
令
和
の
即
位
礼
と
大
新
嘗
祭
│
高
御
座
と
米
・
粟
に
見
る
日

本
の
伝
統
文
化
│
」
は
、
特
集
の
総
論
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
多
年
の

宮
廷
儀
式
研
究
に
基
づ
き
、
即
位
礼
と
大
嘗
祭
に
み
ら
れ
る
伝
統
文
化

を
横
断
的
に
俯
瞰
し
た
も
の
で
あ
る
。



43 　「御大礼の来歴と意義」に寄せて

②  

久
禮
旦
雄
「
元
号
制
度
の
来
歴
と
新
元
号
「
令
和
」
の
意
義
」
は
、

皇
位
継
承
と
不
可
分
な
改
元
に
焦
点
を
当
て
、
元
号
の
発
生
と
歴

史
、
中
国
や
西
暦
と
の
関
係
な
ど
を
踏
ま
え
、
新
元
号
「
令
和
」
に

つ
い
て
多
角
的
に
検
討
し
て
い
る
。

③  

山
田
蓉
「
皇
位
継
承
に
伴
う
宮
中
祭
祀
」
は
、
大
嘗
祭
を
は
じ
め

と
す
る
御
大
礼
に
お
け
る
主
要
な
祭
儀
に
つ
い
て
、
年
中
恒
例
の
祭

祀
と
の
関
連
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
掌
典
と
し
て
体
験
し
た
現
場
に
即

し
て
要
点
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。

④  

後
藤
真
生
「
令
和
大
礼
関
係
の
諸
儀
式
・
祭
祀
の
日
程
表
」
は
、

各
論
考
と
御
大
礼
の
全
体
的
な
流
れ
を
理
解
す
る
便
宜
の
た
め
付
載

し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
宍
戸
忠
男
「
御
大
礼
諸
儀
と
御
装
束
」
に
つ
い
て
は
、『
モ
ラ

ロ
ジ
ー
研
究
』
次
号
の
掲
載
を
予
定
し
て
い
る
。

全
体
の
企
画
調
整
と
司
会
進
行
は
、
室
長
の
橋
本
富
太
郎
が
務
め
た
。




